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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年9月22日(2011.9.22)

【公表番号】特表2010-540685(P2010-540685A)
【公表日】平成22年12月24日(2010.12.24)
【年通号数】公開・登録公報2010-051
【出願番号】特願2010-525271(P2010-525271)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ 101/14     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/13     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/17     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   3/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/60     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ 101/14    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/13    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/17    　　　　
   Ｃ０８Ｊ   3/12    ＣＥＳＺ
   Ｃ０８Ｊ   3/12    ＣＥＺ　
   Ａ６１Ｋ   8/34    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/60    　　　　
   Ａ６１Ｑ  15/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年8月2日(2011.8.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも１０００ｇ／モルの本願明細書に記載する試験方法に準拠して測定した数平均
分子量を有する少なくとも１種のタンニン画分が表面に存在する吸水性ポリマー構造体を
含む吸水性組成物。
【請求項２】
少なくとも１０００ｇ／モルの本願明細書に記載する試験方法に準拠して測定した重量平
均分子量を有する少なくとも１種のタンニン画分が表面に存在する吸水性ポリマー構造体
を含む吸水性組成物。
【請求項３】
加水分解性ガロタンニンを含む少なくとも１種のタンニン画分が表面に存在する吸水性ポ
リマー構造体を含む吸水性組成物。
【請求項４】
前記タンニン画分が加水分解性ガロタンニンを含む、請求項１又は２に記載の吸水性組成
物。
【請求項５】
前記加水分解性ガロタンニンが、少なくとも１０００ｇ／モルの本願明細書に記載する試
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験方法に準拠して測定した重量平均分子量又は少なくとも１０００ｇ／モルの本願明細書
に記載する試験方法に準拠して測定した数平均分子量を有する、請求項３に記載の吸水性
組成物。
【請求項６】
前記タンニン画分が、５未満の本願明細書に記載する試験方法に準拠して測定した多分散
性を有する、前記請求項のいずれか１項に記載の吸水性組成物。
【請求項７】
前記タンニンがβ－１，２，３，４，６－ペンタガロイル－Ｏ－Ｄ－グルコースに由来す
るタンニンであり、糖質コアに結合した没食子酸分子の少なくとも１つのＯＨ基の少なく
とも１つにエステル結合を介して別の没食子酸分子が結合しており、前記吸水性組成物に
含まれる前記タンニンの少なくとも３０重量％が９４０ｇ／モルを超える平均分子量を有
する、前記請求項のいずれか１項に記載の吸水性組成物。
【請求項８】
前記吸水性ポリマー構造体が、部分的に中和された架橋ポリアクリレートを含む、前記請
求項のいずれか１項に記載の吸水性組成物。
【請求項９】
前記吸水性ポリマー構造体が、内部領域と、前記内部領域を取り囲む外部領域とを有し、
前記外部領域が前記内部領域よりも高い架橋度を有する、前記請求項のいずれか１項に記
載の吸水性組成物。
【請求項１０】
前記吸水性組成物の総重量に対して０．００１～１０重量％の量で前記タンニンを含む、
前記請求項のいずれか１項に記載の吸水性組成物。
【請求項１１】
前記少なくとも１種のタンニン画分が、少なくとも部分的に粒子として前記吸水性ポリマ
ー構造体の表面に存在する、前記請求項のいずれか１項に記載の吸水性組成物。
【請求項１２】
前記少なくとも１種のタンニン画分の粒子の少なくとも５０重量％が１０ｎｍ～３００μ
ｍの大きさを有する、請求項９に記載の吸水性組成物。
【請求項１３】
前記タンニン画分の粒子が、バインダーを介して前記吸水性ポリマー構造体の表面に固定
されている、請求項１１又は１２に記載の吸水性組成物。
【請求項１４】
前記少なくとも１種のタンニン画分が、Ｒｈｕｓ ｓｅｍｉａｌａｔａ抽出物、Ｒｈｕｓ 
ｃｏｒｉａｒｉａ抽出物、Ｑｕｅｒｃｕｓ ｉｎｆｅｃｔｏｒｉａ抽出物、Ｑｕｅｒｃｕ
ｓ ａｅｇｉｌｏｐｓ抽出物、Ｃａｅｓａｌｐｉｎａ ｓｐｉｎｏｓａ抽出物、Ｃａｅｓａ
ｌｐｉｎａ ｄ． ｇｙｎａ抽出物、Ｖａｌｏｎｅａ抽出物、セイヨウトチノキ抽出物、Ｔ
ｅｒｍｉｎａｌｉａ ｃｈｅｂｕｌａ抽出物、これらの少なくとも２種の混合物からなる
群から選択される植物抽出物から精製されたタンニンを含む、前記請求項のいずれか１項
に記載の吸水性組成物。
【請求項１５】
前記タンニン画分に加えて、１種以上の錯体形成剤が前記吸水性ポリマー構造体の表面に
存在する、前記請求項のいずれか１項に記載の吸水性組成物。
【請求項１６】
前記錯体形成剤がアミノポリカルボン酸である、請求項１５に記載の吸水性組成物。
【請求項１７】
前記吸水性ポリマー構造体の総重量に対して０．００１～５重量％の量で前記錯体形成剤
を含む、請求項１５又は１６に記載の吸水性組成物。
【請求項１８】
吸水性組成物の製造方法であって、
ｉ）吸水性ポリマー構造体を用意する工程と、
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ｉｉ）前記吸水性ポリマー構造体を後架橋する工程と、
ｉｉｉ）前記吸水性ポリマー構造体を、ａ）少なくとも１０００ｇ／モルの本願明細書に
記載する試験方法に準拠して測定した数平均分子量を有する少なくとも１種のタンニン画
分又はｂ）少なくとも１０００ｇ／モルの本願明細書に記載する試験方法に準拠して測定
した重量平均分子量を有する少なくとも１種のタンニン画分又はｃ）加水分解性ガロタン
ニンを含む少なくとも１種のタンニン画分と接触させる工程と、を含み、
前記工程ｉｉｉ）を、前記工程ｉｉ）の実施前、実施中又は実施後に行い、且つ、少なく
とも１種のタンニン画分が、吸水性組成物の総重量に対して０．００１～１０重量％の量
で使用される方法。
【請求項１９】
前記工程ｉ）で用意する前記吸水性ポリマー構造体が、部分的に中和された架橋ポリアク
リレートを含む、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
前記工程ｉｉｉ）において前記少なくとも１種のタンニン画分を粒子として使用する、請
求項１８又は１９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２１】
前記少なくとも１種のタンニン画分の粒子の少なくとも５０重量％が１０ｎｍ～３００μ
ｍの大きさを有する、請求項１８又は１９いずれか１項に記載の方法。
【請求項２２】
前記工程ｉｉｉ）において使用する前記少なくとも１種のタンニン画分が以下の特性の少
なくとも１つを有する、請求項１８～２１のいずれか１項に記載の方法。
Ａ）０．２～０．６ｇ／ｃｍ３の密度。
Ｂ）２０℃における１重量％水溶液のｐＨが２～５。
Ｃ）遊離没食子酸の含有量が、前記タンニン画分の総重量に対して０．５重量％未満。
Ｄ）純度（タンニン含有量）が、タンニン画分の総重量に対して少なくとも９０重量％。
【請求項２３】
前記工程ｉｉｉ）において使用する前記少なくとも１種のタンニン画分が、Ｒｈｕｓ ｓ
ｅｍｉａｌａｔａ抽出物、Ｒｈｕｓ ｃｏｒｉａｒｉａ抽出物、Ｑｕｅｒｃｕｓ ｉｎｆｅ
ｃｔｏｒｉａ抽出物、Ｑｕｅｒｃｕｓ ａｅｇｉｌｏｐｓ抽出物、Ｃａｅｓａｌｐｉｎａ 
ｓｐｉｎｏｓａ抽出物、Ｃａｅｓａｌｐｉｎａ ｄ． ｇｙｎａ抽出物、Ｖａｌｏｎｅａ抽
出物、セイヨウトチノキ抽出物、Ｔｅｒｍｉｎａｌｉａ ｃｈｅｂｕｌａ抽出物、これら
の少なくとも２種の混合物からなる群から選択される植物抽出物から精製されたタンニン
を含む、請求項１８～２２のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２４】
ｉｖ）前記吸水性ポリマー構造体を１種以上の錯体形成剤と接触させる工程をさらに含む
、請求項１８～２３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２５】
前記錯体形成剤がアミノポリカルボン酸である、請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
前記吸水性ポリマー構造体の総重量に対して０．００１～５重量％の量で前記錯体形成剤
を使用する、請求項２４又は２５に記載の方法。
【請求項２７】
請求項１８～２５のいずれか１項に記載の方法によって得られる吸水性組成物。
【請求項２８】
以下の特性の少なくとも１つを有する、請求項１～１７及び２７のいずれか１項に記載の
吸水性組成物。
（β１）ＥＲＴ ４４１．２－０２に準拠して測定した保持率が少なくとも２０ｇ／ｇ。
（β２）ＥＲＴ ４４２．２－０２（粒子の場合には全粒径部分）に準拠して０．７ｐｓ
ｉ（５０ｇ／ｃｍ２）の圧力下で測定した吸収率が少なくとも１５ｇ／ｇ。
（β３）中和度が７８モル％以下。
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【請求項２９】
請求項１～１７、２７、２８のいずれか１項に記載の吸水性組成物の、発泡体、成形品、
繊維、シート、フィルム、ケーブル、シール材、吸液性衛生用品、植物・菌類生育調節剤
用担体、包装材料、活性化合物の制御放出のための土壌添加剤又は建設材料における使用
。
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